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  Abstract 

The Iwate-Miyagi Nairiku earthquake that occurred in June 2008, generated many landslides around Mt. Kurikoma. 

The landslides and subsequent debris flow caused a great loss of life. The Aratozawa landslide, the largest of these 

landslides, was a re-sliding of a landslide that had occurred at some point in the past. Judging from the geographical 

situation, it is presumed that the cause of the landslide was a previous earthquake. Some of the other landslides also 

occurred on landslide landform features. This is attributed to the fact that many landslides were translational slides of 

the bedding plane-slide type, and a slippery stratum was caused by the earthquake. 
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1. はじめに 

2008 年（平成 20 年）6 月 14 日午前 8 時 43 分, 岩手県

を震源とするＭ7.2，最大震度 6 強の直下型地震が発生し

た．気象庁によって「平成 20 年岩手・宮城内陸地震」（以

下岩手・宮城内陸地震と記述）と命名されたこの地震に

よって, 岩手県， 宮城県を中心に死者・行方不明者 23 名，

負傷者 451 名の被害を生じた．この地震による死者・行

方不明者の多くは地すべりと地すべりによって生じた土

石流，もしくは落石など土砂災害によって生じている．

また，今回の地震では荒砥沢ダムの上流に戦後最大規模

の巨大地すべりが発生した．幸いこの地すべりによる人

的災害は生じていないが，すぐ下流にダムがあり，ダム

湖の中に大量の地すべり土塊が流入していれば，越流水

によって甚大な災害を生じる可能性もあった．地震によ

る土砂災害は今後起きる地震においても想定しておく必

要があり，その被害を軽減するためには，今回の岩手･

宮城内陸地震で生じた地すべり変動の発生要因や，それ

に密接に関係する地形地質的背景を把握しておくことが

重要である．防災科学技術研究所（防災科研）では地す

べり地形分布図の作成を進めているが，今回の地震では，

荒砥沢地すべりなど地すべり地形を呈していた斜面が再

滑動した事例がかなりあった．過去に地すべり変動を起

こした場所で地震地すべりが発生したことは，今後の地

震地すべりの発生予測に地すべり地形分布図が基礎資料

として使える可能性を示唆している．巨大地すべりの発

生を抑止することは現在の科学技術では不可能であるが，

どういった場所にどの程度の規模の地すべりが発生する

危険性があるかを知る手掛かりとして活用できれば，今

後の地震による地すべり災害を軽減できる対策が可能と

なる．地震と同様に地すべりも繰り返し起きる性質から，

防災科研で作成している地すべり地形分布図から得られ

る知見により，地震による巨大地すべり発生の地形地質

的背景について考えてみたい． 

 岩手･宮城内陸地震で起きた地すべりに関する調査は，

現地調査として，1）地震の翌日に毎日新聞の取材ヘリに

著者の一人である井口が同乗し，上空から発生状況を概

観すると同時に多数の写真撮影を行なった．2）次いで同

じく井口は，地すべり学会の調査団に参加し，荒砥沢地

すべりの現地調査を行なった．さらにその後，大八木・

井口・内山の 3 名による荒砥沢地すべりと磐井川中流域
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の調査を実施した．しかし，地すべりが多発した栗原市

耕英地区や迫川上流域などの調査は， 災害対策を優先す

るなどの理由によって，自治体からの立ち入り許可が得

られなかったために，一部の地域でしか現地調査が実施

できない状況であった．そこで現地調査に加え，空撮写

真を用いた発生状況の比較と,空中写真判読による地す

べり発生状況の分布図の作成などによる調査を実施した． 

 

2. 岩手･宮城内陸地震とその被害の概要 

2.1 岩手･宮城内陸地震の概要 

 岩手･宮城内陸地震は，2008年6月14日午前8 時43分頃

に岩手山県南部の一関市祭畤(まつるべ)北東方付近の深

さ 8  kmを震源として発生した．気象庁によるマグニチュー

ドは 7.2である．この地震では，一関市祭畤に設置された

防災科研の強震観測点IWTH25（一関西）において，上

下動で最大 4,000 ガルというかつて観測されたことのな

い強い地震動が観測された．この逆断層上盤の直上におけ

る特異な地震動に関しては， 本報告書の青井ほか（2010）

によって詳述される．この地震の余震は図 1に示すよう

に, 北北東－南南西方向に延長約45km に分布している．

このことから,これまで知られていなかった活断層が変

動したことが明らかにされた． 

 

 

2.2 岩手･宮城内陸地震による被害状況 

岩手･宮城内陸地震による被害は，消防庁災害対策本部

が平成 20 年 11 月 17 日に発表した被害状況によると， 

死者・行方明者が 23 名，重軽傷者 451 名，全半壊家屋

171 棟などとなっている（表 1）． 

特に宮城県では栗原市を中心に死者・行方不明者 21名

という大きな被害を出す災害となった．人的被害の多く

が地すべりやそれに伴って発生した土石流などの土砂災

害であり，1984 年に起きた長野県西部地震など山間部で

起きた地震災害の被災内容（植原ほか，1985）と類似し

ている．また，栗原市の耕英地区や迫川上流の山間地で

は生活道路が寸断されたために市からの避難指示が出さ

れ，長期間の避難生活を余儀なくされた． 

 

 

3. 岩手宮城内陸地震による地すべりの発生とその被害

の概要 

3.1 土砂災害の概況と被害 

1984 年に起きた長野県西部地震や 2004 年の新潟県中

越地震と同様，山間部に発生した地震であったために，

宮城県，岩手県を中心に多数の地すべり・土砂崩れなど

が発生し，河川における地すべりダムの形成や道路の不

通，家屋の損壊などの甚大な被害が生じ，復旧までに長

期間を要した．死者･行方不明者 23 名の半数以上が土砂

災害で生じた人的被害である．そのほか，ダムの堤体に

生じたクラックや山林の荒廃など多岐にわたる被害を生

じた（岩手・宮城内陸地震 4 学協会合同調査委員会,2009）． 

特に，荒砥沢ダムの上流部に発生した巨大地すべりは

その影響が大きく，道路を寸断し，その他の地すべり・

土砂崩れの影響もあって，栗原市耕英地区では避難指示

によって長期間の避難生活を余儀なくされた． 

3.2 岩手･宮城内陸地震による地すべりの発生状況 

 岩手･宮城内陸地震によって生じた地すべりの発生状

況を概観するため，地震翌日の6月15日に撮影されたカ

ラー空中写真（アジア航測，1/10,000）を用いた実体視判

読を行なった．判読作業は著者の一人である大八木が行な

い，主要地域の地すべり変動の分布図を作成した（図 2）．

それによると，岩手･宮城内陸地震による地すべり変動は，

一迫川上流部，荒砥沢周辺部，栗駒山南東－南山麓部な

どに集中的に発生していることが明らかになった．それ

以外の地域では発生数は比較的少なく，地域的に偏った

分布状況であることが示された．表層崩壊は新潟県中越

地震の発生状況に比べると発生数･密度とも少ない． 

3.3 荒砥沢ダム上流の巨大地すべりについて 

岩手･宮城内陸地震で生じた最大の地すべりは二迫

川上流の荒砥沢ダム付近で生じた巨大地すべりである

（口絵写真 1～5）．ここでは他の報告書の命名にならっ

て，この地すべりを「荒砥沢地すべり」と呼ぶ．本稿で

は発生前から存在した地すべり地形との関係などから見

た荒砥沢地すべりの発生要因についてまとめてみたい． 

図 1    岩手･宮城内陸地震の余震分布 

Fig. 1     Distribution of aftershocks resulting from the 

2008 Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake. 

表 1        岩手･宮城内陸地震による被害状況 

Table 1    Damage resulting from earthquake. 
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図 2      岩手・宮城内陸地震によって発生した地すべりの分布（大八木規夫判読） 

Fig. 2   Distribution of landslide caused by the 2008 Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake (by Norio Oyagi) . 
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3.3.1 荒砥沢地すべりの発生状況 

荒砥沢地すべりは幅 900 m，全長 1,300 m の巨大地すべ

りで，推定土砂量 7,000 万 m3 に達する戦後最大規模の変

動である．荒砥沢地すべりが発生した場所は栗駒山の南

麓にあたり，標高 450～300 m の主に針葉樹の造林地帯で

ある．荒砥沢地すべりの移動体の主部は森林や道路を広

範囲に載せたまま約 300 m 滑っている（国土地理院，

2008）．空撮写真の判読によると，地すべりの末端など周

辺部以外では，移動体の大きな傾きもなく，森林の樹木

もほぼ直立した状態で平行移動した状況が観察できるこ

とから，地すべり運動としては層すべり型の並進すべり

であったと推測される．すべり面の勾配は東北森林管理

所が実施したボーリング調査によると，1～4°と極めて緩

いこと（図 3），そしてすべり面の位置は砂とシルト層の

互層からなる湖成堆積層で滑っていることが明らかにさ

れた（山科ほか，2009）． 

すぐ下流に荒砥沢ダムの貯水域があったが，幸いダム

湖に流入した土砂量が少なく，貯水がダムから越流する

事態は避けられた．また変動した範囲の大半は山林で

あったため，そこを通過する道路の破損と森林の被害，

ダム湖への土砂の流入のほかは，深刻な被害を免れた．

しかし，もし移動方向が南にずれて，まともにダム湖に

向かう方向に滑っていたら， 流入土砂量も変動量も大

きくなっていたと推定され，状況によってはダム湖の貯

水が越流することも考えられた． 

3.3.2 荒砥沢地すべりと地すべり地形分布図 

防災科研が 1982年に刊行した地すべり地形分布図「新

庄」に含まれる図葉「栗駒山」によると，今回の荒砥沢

地すべりの変動域の大半は過去の地すべり変動によって

形成された「地すべり地形」の範囲に含まれている（図 4）．

このことから，今回変動を起こした荒砥沢地すべりは過

去に地すべり変動の履歴を持つ地すべり地形が再滑動し

たことが分かった． 

また今回の地震では滑動しなかったが，荒砥沢ダムの

周辺地域には同様の規模の地すべり地形が多数分布して

いる（図 4）．比較的緩勾配の地すべり地形が多いことや

移動方向に直交する長く延びた分離丘を伴うなど，今回

の荒砥沢地すべりと非常に類似した形態の地すべり地形

 

が多いことなどから，周囲の地すべり地形も荒砥沢地す

べりと同様に，地震を誘因として発生した地すべり変動

によって形成された可能性が大きいと推察される．この

ように荒砥沢周辺では過去の内陸地震によって巨大地す

べりが繰り返し発生してきたことが示唆された． 

3.3.3 荒砥沢地すべり周辺の地すべり地形再判読 

前述のように防災科研が刊行した地すべり地形分布図

「栗駒山」によると，地すべりが発生した斜面の大半は過

去の地すべり変動で生じた移動体であったことが分かった． 

 図 4 に示した地すべり地形分布図は防災科研刊行の地

すべり地形分布図の第 1集として 1982年に刊行した創刊

号である．そのため地すべり地形の判読方法や技術に関

しては発展途上の段階であって，現在からみると単位地

すべりの括り方や図示の方法に関して稚拙な面が残って

いた．そのため，今回の岩手・宮城内陸地震で生じた地

すべりの発生状況と過去の地すべり地形をより精度 良く 

 
図 3       荒砥沢地すべりの縦断面図（林野庁東北森林管理局,2008） 

Fig. 3    Cross section of the Aratozawa landslide. 

 

図 4      地すべり地形分布図「栗駒山」と荒砥沢地すべり

      の変動範囲（赤枠が荒砥沢地すべりの変動範囲） 

Fig. 4    Landslide Map of Mt. Kurikoma and source area of the 

Aratosawa landslide. 
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検証するために，震源域となった範囲である 5 万分の 1

地形図「焼石岳」，「栗駒山」の 2 面分について地すべり

地形の再判読を実施した（口絵 6 にその一部を示す）． 

 再判読した地すべり地形分布図の荒砥沢ダム周辺を

図 5 に示す．以前の図と比べて過去に起きた単位地すべ

りの相互関係が明確に示されており，地すべり発生のお

およその順などを読み取ることができる．今回地震に

よって発生した荒砥沢地すべり発生域の中心に位置す

る地すべり地形は，移動体の相互関係から並列した 4 つ

の巨大地すべりの中で，もっとも古い時期の変動によっ

て形成されたと推測できる．そして両隣の地すべり地形

を含めた，3 つの地すべり地形にまたがった範囲とその

上方の斜面を含めた範囲を巻き込んで，今回の地すべり

が発生したことを読み取ることができる（図 5）． 

3.3.4 地震直後の荒砥沢地すべりの目撃者に対する聞

き取り調査 

ダムサイトにおける目撃者に対し，地すべり学会調査

団の一員として聞き取り調査を行なった．目撃された方

はダムの直下にある温泉施設の方で，地震によってダム

に異状が生じていないか心配をして車で見に来られたと

いう話であった．聞き取り調査は当時の状況を正確に思

い出して貰うために目撃地点であるダムサイトの取り

つけ部分において実施した．この地点から眺めた荒砥沢

地すべりの状況を写真 1 に示す．正確な時刻は未確認で

あるが，地震直後に駆けつけたので地震発生後 5 分以

内であったとのことである． 聞き取りした内容を要約

すると，1）ダムの天端に登った時点（約 5 分後）では主

たる地すべり移動体の変動は終了していたようである．

2）主たる移動は終了していたが，背後の滑落崖や地すべ

り移動体の縁辺部の急崖から土砂が「ナイヤガラの滝」

のような状況で崩れ落ちており，それは長時間続いた．

3）ダム湖に崩れ落ちた土砂によって高さ 1～2 m 程度の

津波が起きていた， などの貴重で生々しい証言を得るこ

とができた． 

3.4 荒砥沢地すべり以外の再滑動型地すべり 

3.4.1 市野々原の地すべり変動 

 岩手県市野々原の磐井川右岸に起きた地すべりによっ

て磐井川がせき止められ，地すべりダムが形成された．

この地すべりの発生場所は，防災科研の地すべり地形分

布図によって地すべり地形の移動体として図示されてい

たことから， 過去の地すべりの再滑動であることが明ら

かにされた．この地すべりは変動幅が約 500 m，奥行き

約 500 m に達する規模の地すべりで，対岸の段丘崖に衝

突して停止し，磐井川を堰き止めた（写真 2）．この地す

べりの下流側の斜面には数か所に磐井川に向かって滑る

地すべりが発生しており，同様の素因を持った斜面にお

ける地すべりであると推定される． 

 

3.4.2 三迫川支流冷沢右岸の地すべり 

 三迫川支流の冷沢右岸で発生した地すべりは荒砥沢地

すべりの北方に生じた地すべりで，ここも地震前から地

すべり地形を呈していた斜面である．この地すべりは幅

500 m，奥行き 300 m ほどの規模で，冷沢を堰き止めた． 

 

図 5     再判読した荒砥沢ダム周辺の地すべり地形分布図

と荒砥沢地すべりの変動範囲（赤線の範囲） 

Fig. 5   Revised landslide map of Mt. Kurikoma and source 

area of the Aratosawa landslide. 

写真 2    市野々原地すべりの空撮写真（立体視ペア） 

Photo 2      Oblique aerial photograph of the Ichinonohara 

          landslide (Stereo-pair) . 

写真 1       目撃地点から荒砥沢地すべりを望む． 

Photo 1      View of the Aratosawa landslide from the 

viewpoint of an eyewitness. 
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3.5 駒の湯温泉を襲った土石流災害 

 今回の岩手･宮城内陸地震による土砂災害の被害の中

で，最大の人的被害を生じたのは，ドゾウ沢の右岸の地

すべり地形の移動体上に立地していた駒の湯温泉を襲っ

た土石流である．この土石流によって温泉旅館の宿泊客

と経営者・従業員など死者・行方不明者 7 名の被害を生

じた．この土石流は東栗駒山の東斜面に生じた地すべり

の土砂がドゾウ沢に流入して土石流化し，それが駒の湯

温泉まで 5 km ほど流下したことで被災したものである． 

口絵 7 に栗駒山で生じた地すべりの発生状況を立体

写真によって示した．この地すべりの規模は幅 300 m，

奥行き約 200 m で，地すべりの厚さは最大 30 m，土砂量

15万m3と推定されている（国土地理院，2008）．この地す

べりの両側の斜面も，植生状況などに残された過去に表

層すべりの痕跡が残存しており，この付近では繰返し表

層すべりを繰返していたと推定される． 

 ドゾウ沢の土石流は発生地点から駒の湯温泉まで約

5 km 流下した．助かった経営者の証言から，駒の湯温泉

を土砂が襲ったのは地震後 10 分ほど経過した時点と推

定されている．地震前の駒の湯温泉の建物はドゾウ沢の

河床より 30 m 程高い場所に建てられていた．ここは再判

読によって作成された地すべり地形分布図（図 6）によ

ると，過去の地すべり地形の移動体であったが，この移

動体は今回の地震では変動していない． 

しかし，駒の湯温泉の対岸の斜面には幅 500 m に達す

る幅の広い地すべりが発生した（口絵 8，写真 3）．この

地すべりの変動域の下流側はドゾウ沢の狭窄部となって

いたため，地すべり移動体の一部は狭窄部を塞ぐ形で停

止した．地すべり発生後に上流から流下してきた土石流

は，ドゾウ沢を堰き止めた地すべり移動体によって行く

手を遮られため，駒の湯温泉付近の河道において渦を巻

くような形で滞留し，土砂を溜めていった．土石流の土

砂が堆積することによって，河床は急速に上昇し，地震

前の河床から 30 m ほど高い位置に建てられていた温泉

の建物も土石流の土砂に巻き込まれたと推定される．対

岸の地すべりが起きなければ，土石流はほとんど滞留す

ることなく，下流に流下した可能性が大きいと考えられ

る．駒の湯温泉がドゾウ沢の谷壁斜面の中では比較的標

高の低い位置にあった地すべり移動体上に立地していた

ことも災いしたと考えられる．ドゾウ沢の土石流のよう

に火山地域で発生する地すべりは，土石流化して長距離

流下する事例が多いので，谷沿いに位置する建物では災

害時に注意が必要である． 

3.6 耕英地区の層すべり型地すべり 

栗原市の耕英地区では道路が寸断されて孤立したほか，

地域内に多数の地すべりが発生している．この地区で発

生した地すべりに対する現地調査は，栗原市から入域の

許可が得られず，実施できなかった．そこで毎日新聞社

機に同乗して空撮した際の上空からの観察と，航測会社

から入手した空中写真（写真 4）の判読などに基づき，

分かる範囲で得られた知見を基に述べてみたい． 

  この地域で発生した地すべりは，写真 4 に示したよう

に谷の両岸から連続的に崩れ落ちた土砂が谷の中に流れ

こんで流動化した様に見える．しかし滑落崖の形状など

を手掛かりに見ると，写真の範囲内において，少なくと

も 20 数個の地すべりブロックに分かれて発生したこと

が読み取れる．そしてその多くに以下のような共通性が

認められる．第一にすべりを起こしたすべり面を空中写

真（写真 4）の実体視で判読すると，ほぼ同じ標高にお

いてすべりが生じている．これはこの地域の地すべりが

全体としてほぼ同一の地層をすべり面として，それより

上の地層が変動したことを示している．元の斜面の傾斜

写真 3  駒の湯温泉を襲った土石流と対岸の地すべり 

Photo 3    Debris flow and landslide hazard at Komanoyu 

hot spring. 

図 6      駒の湯温泉周辺の地すべり地形分布図 

Fig. 6    Landslide map of Komanoyu hot spring. 
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はそれぞれに差異があるが，すべり面自体はかなり緩い

勾配であることが読み取れる．この耕英地区の地すべり

は 1984 年に起きた長野県西部地震で生じた御嶽高原の

地すべり（写真5，図 7）と類似性が高い．御嶽高原の地

すべりは御嶽山起源の軽石層をすべり面として，数か所

で発生したことが明らかにされている（植原ほか，1985）．

耕英地区の地すべりは現地での調査ができなかったが，

その発生状況から，御嶽高原の地すべりと同様，降下火

山砕屑層がすべり面となって発生した層すべりである可

能性が大きいと考えられる． 

 

4. 岩手・宮城内陸地震でも再確認された地震地すべり

の特徴 

4.1 層すべり型の地すべりが多く発生する 

今回の岩手･宮城内陸地震に限らずこれまでの国内外

の地震地すべりの発生状況を概観すると，発生場所の地

質条件が異なっていても，ある特定の地層をすべり面と

して滑動を起こす層すべり型の地すべりが多く発生して

いる．例えば 1984 年の長野県西部地震で発生した幅

800 m，奥行き 1,300 m の御嶽山の大規模崩壊では，千本

松軽石層がすべり面となって発生した．また前述の御嶽

高原の地すべりは PM-Ⅰ層とされる白色軽石層の下底が

すべり面となって発生している（図 7 ）．また 1949 年に

栃木県で起きた今市地震では，軽石層がすべり面となっ

た地すべりが多数発生していることが報告されている 

（小出，1955）．さらに今市地震では，傾斜わずか 1° 以

下の大谷川の扇状地がおよそ 3.4 km2 の範囲にわたって,

地下約 6 m 付近に挟在している降下火山灰層を境に，そ

の上の地盤が下流方向に 5～10 cm ほど変動したことが

井戸抗の内壁のずれの調査によって明らかにされている

（Honda, 1951）．この扇状地の変動は変位量が約 10 cm と

小さいこともあって，地表面には地下のすべりに伴う変

状が生じた記録はないが，前駆的な層すべりが起きかけ

たと言っても過言ではない． 

最近の例では，2004 年の新潟県中越地震において，小

千谷市横渡の地すべりや旧山古志村の東竹沢地すべり，

さらに朝日山地すべりなど層すべり型の地すべり変動が

多数発生している（大八木ほか，2008）． 

今回の岩手・宮城内陸地震においても，耕英地区の地

すべりなど層すべりと推定される地すべりが多数認めら

れる．荒砥沢地すべりも古いカルデラ内に堆積した湖成

層がすべり面となったことが調査ボーリングで明らかに

されているが，発生状況から考えて湖成層中で震動に

よって強度低下を起こすような層準ですべりが生じた

可能性が大きいと推定される．荒砥沢地すべりの移動体

の中や周囲の露頭で見いだされる湖成層は写真 6 の様な

地層で，粒径や鉱物組成が様々に異なる無数の細かい層

理から構成されている．このように地震による地すべり

では，他の要因の地すべりと比べ，特定の層準がすべり

面となって変動を起こしている地すべりが比較的多く発

生していることが再確認された． 

図 7    御嶽高原地すべりの模式断面図(植原ほか, 1985) 

Fig. 7   Longitudinal cross section of Ontake-Kogen landslide. 
写真 4 栗原市耕英地区で集中的に発生した緩勾配の層

すべりの発生状況の空中写真（アジア航測撮影）

Photo 4     Aerial photographs of landslides in the Koei 

district of Kurihara City (Asia Air Survey). 

写真 5   1984 年の長野県西部地震による御嶽高原の 

地すべりの発生状況 

Photo 5     Aerial photographs of  landslides in the  

Ontake-Kogen. 
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4.2 巨大地すべりや大規模崩壊が発生する 

 今回の地震で発生した荒砥沢地すべりは戦後最大規模

であった．このように地震による地すべりでは大規模な

変動が生じる事例がある．戦後においてこれまでの最大

規模の土砂災害は 1984 年に起きた長野県西部地震によ

る御嶽山の大崩壊とそれに引き続いて起きた岩屑なだれ

である（Inokuchi, 1985）．この崩壊の規模は荒砥沢地す

べりの半分程度の 3,250万m3 であった．戦前の事例では

1856 年の飛越地震によって立山カルデラで起きた鳶崩

れなど，大規模な地すべり・斜面崩壊は地震ないし火山

噴火に伴って生じた事例が多く，豪雨によって生じたも

のより圧倒的に規模が大きいことが特徴である． 

 

5. 地震による巨大地すべり発生の地質的背景について 

5.1 東北地方に分布する巨大地すべりの地質的背景 

地震直後に報道された荒砥沢地すべりの巨大さには一

般の方だけでなく，地すべり研究者の間でも驚きの声が

聞かれた．しかし過去に起きた地すべり変動の痕跡を地

形判読している防災科研の地すべり地形分布図はそれよ

り規模の大きな地すべり地形が多数存在することを図示

していた．1982 年から開始された地すべり地形分布図の

作成によって，東北地方には幅 1 km を超える巨大地すべ

りが多数分布することが明らかにされた．中には，八幡

平火山のように奥行きが 5 km におよぶ巨大地すべりも

見つかっている．大八木はこれらの巨大地すべりが分布

する範囲と，古い埋没カルデラの分布地域がほとんど重

なっていることを指摘し，巨大地すべり発生要因にカル

デラ内に堆積した湖成層が素因として関わっている可

能性が大きいのではないかと述べている(大八木， 2000)． 

今回の荒砥沢地すべりが発生した地域も栗駒山南東麓に

あった古カルデラに堆積した湖成層の分布域にあたって

おり，本地域の下部には松の木層とされる湖成層が厚く

堆積している． 

5.2 巨大地すべりの発生要因としての地震 

これまで巨大地すべりは地形として存在する事実は知

られる様になったが，実際に変動を起こした事例はな

かったので，その発生要因は解明されていなかった．そ

の発生原因については氷河期など現在と異なる気候条件

下で起きたのではないかと漠然と考えられてきたに過ぎ

ない．しかし今回の岩手・宮城内陸地震において，初め

て巨大な地すべり変動が直下型地震によって発生した事

例を目の当たりにして，巨大地すべりの発生原因は地震

である可能性がクローズアップされるようになった． 

巨大地すべりがなぜ地震で起こりやすいのかを考える

場合，湖成層が地すべりの起きた地域の地下に広く分布

することを合わせると， 以下のような説明が考えられる．

巨大な地すべりが発生するためには，山地の広い範囲に

わたってほぼ瞬時に地盤に不安定化が生じる必要がある．

それには広域にわたって震動を及ぼす地震が不安定化要

因の最有力候補である．しかし，地下水の上昇などに起

因する間隙水圧の上昇が不安定化の要因となる豪雨や融

雪を誘因に考える場合には，広い範囲にわたって同時期

に不安定化を生じるような状況が起きる可能性はきわめ

て低い． 

 地震動が広い範囲に作用するとしても，斜面の広い範

囲にわたって地盤の不安定化が生じるためには，同じよ

うな性質を持った地層ないし土層が広く分布していない

と，不安定化する範囲が限定され，小規模な斜面変動に

留まる．しかしカルデラ底に堆積する湖成層では，広い

範囲に同じ性質を持つ層理が堆積する場として用意され

ており，そういった互層中に 1 枚でも地震動に対して脆

弱な地層が含まれていた場合には，その層準において急

速な強度低下を起こして滑りに至ったと考えると合理的

に説明ができる．また，降下火山砕屑物のように広い範

囲に薄く同じ性質の火山噴出物が堆積する場合も同様の

ことが生じると考えられる．カルデラや活動火山が多い

日本列島においては，こういった背景によって地震によ

る巨大地すべりが発生してきたと考えるとうまく説明で

きる． 

今後も山地の直下で起きる内陸地震によって古いカル

デラ内に堆積した湖成層が分布する地域や，降下火山灰

が広く堆積している地域において巨大地すべりが発生す

る可能性を指摘することができる．そして既に巨大地す

べり地形が分布している地域においては，それが今後の

地震によっても再滑動する可能性があり，周辺地域で同

様の規模の地すべりが発生する可能性を考慮した防災対

策が望まれる． 

 

6. まとめ 

防災科研において現在進められている地すべり地形分

布図によって，日本列島には予想以上多くのに地すべり

変動の跡地が残されていることが明らかにされた． 従来，

このように同じ場所で繰り返し変動するタイプの地すべ

りの発生要因は，雨や融雪による地下水の上昇が主たる

要因と考えられてきた．しかし，新潟県中越地震や今回

の岩手・宮城内陸地震など数年相次いで発生した地震地

写真 6 荒砥沢地すべりの移動体中にある湖成層．かつ

てのカルデラ湖底に堆積した地層 

Photo 6     Lake deposit of old caldera in landslide mass. 
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すべりの事例から，大規模な地すべり変動の中には地震

によって発生したものが多いのではないかと考えられる

ようになった．発生頻度が低い地震地すべりの研究は過

去の事例に学ぶ必要があるが，そのためには歴史地震で

生じた事例に加え，地すべり地形を呈する斜面のうち，

地震によって生じた地すべりの選別も重要な課題である．

地震による地すべりの研究はほとんど始まったばかりで，

メカニズムなど未解明の問題も多く残されている． 

最近宮城県にある日本三景の一つである「松島」が地

すべりによって形成されたという説が出されたが（長谷

川ほか，2008），地すべり発生の誘因が長町－利府線を震

源断層とする内陸地震である可能性が大きいと指摘され

ている．また最近の研究では，滋賀県米原市の琵琶湖の

湖底に沈んだとされる尚江千軒遺跡は，湖岸の地震地す

べりによるとの説が出されている． 同様に 1596 年の別

府湾地震で大分湾岸にあったと伝えられる瓜生島が，地

震によって水中に没したという伝承記録が残されている

が，これも地震地すべりと考えることができる．このよ

うに湖岸や海岸で発生する地すべり変動は，もともと地

下水位が高い状況にあることから，地震を誘因と考える

と理解しやすい．さらに雨や融雪の影響が及ばない海底

地すべりに関しては，地震以外の要因は考えにくい．こ

のように地震による地すべりは，従来考えられていたよ

りかなり多く発生してきた可能性を指摘することができ

る．今後の地震地すべりに対する防災対策を考えた場合,

山間地域で起きる地すべりだけでなく，人口が密集して

いることから，より大きな被害が生じる可能性がある沿

岸地域や湖岸地域,さらには海底斜面で生じる地震地す

べりについてもその可能性について留意するとともに，

総合的に地震地すべりに関する研究を進めて行く必要が

あることを指摘しておきたい． 
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要 旨 

 

2008 年 6 月に発生した岩手・宮城内陸地震では，栗駒山の周辺において多数の地すべり・土砂崩れが発生し，

多くの人的被害が生じた．その中でもっとも大きな荒砥沢地すべりは過去に起きた地すべりの再滑動であると推

定され，過去の地すべりの原因も地震であったと推定される．またその他のいくつかの地すべりも地すべり地形

を呈する斜面で発生している．また多くの地すべりは層すべり型の並進すべりであり，地震によって滑りやすい

地層が挟在することが原因であると推定される． 

 

キーワード：岩手・宮城内陸地震，地震地すべり，地すべり地形分布図，湖成層 


